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三方五湖･レインボーラインのCMで観光PR
■ お問い合わせ先
　町商工観光課 ( 担当 ･ 志賀 )
　 ☎ 32‐6705

彼岸花の球根が植付されました
■ お問い合わせ先
　町農林水産課 ( 担当 ･ 山本 )
　 ☎ 32‐6706

　
　
　

月
20
日
と
21
日
に
、
太
田

　
　
　

区
、
久
々
子
区
、
山
上
区

に
お
い
て
、
彼
岸
花
の
球
根
が
植

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
来
年
度
の
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
全
線
開
通
と
、
平
成
30

年
の
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
開

催
に
向
け
、
地
域
で
農
地
等
の
景

観
形
成
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

に
彼
岸
花
の
球
根
を
支
給
し
、
植

付
と
育
成
管
理
を
行
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
農
村
環
境
の
保
全
や
景

観
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

太
田
区
で
は
、
20
日
に
約
60
人

が
参
加
し
、
た
め
池
付
近
の
法
面

に
１
７
，８
５
６
個
を
、
久
々
子↑県道日向 ･ 郷市線沿いに植付する久々子区の皆さん

7

　
　
　

月
13
日
に
、
レ
イ
ン
ボ
ー

　
　
　

ラ
イ
ン
の
山
頂
公
園
で
、

テ
レ
ビ
C

 

M
の
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
C

 

M
撮
影
は
、
来
年

度
の
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
全
線
開

通
に
向
け
、
三
方
五
湖
や
レ
イ
ン

ボ
ー
ラ
イ
ン
の
集
客
力
を
高
め
る

た
め
、
美
浜･
若
狭
両
町
の
観
光

P
　

R
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

7

　

撮
影
に
は
、
美
浜･

若
狭
両
町

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
で
活
躍
す
る
F

　

B

 

C
福
井
放

送
の
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
7
人
等

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
撮
影
し
た
テ
レ
ビ
C

 

M

は
、
次
の
時
間
帯
で
放
送
さ
れ
る

予
定
で
す
。

曜　日 　　　　　　　　　　　　　放送時間

平　日 6:30、8:00、11:45、13:55、19:00、21:00の中から1日4～5回

土曜日
5:59または10:15または10:20、11:25、12:00、13:30または15:00、
17:00または17:30、19:00の中から1日4～6回

日曜日 7:00、7:30、11:30、16:00、17:00、19:00、22:30の中から1日4～6回

※レインボーラインのイメージ7色にちなんで、毎月｢7｣の付く日、7日、17日､27日に

　上記時間帯で11月まで放送予定です

↑ため池付近の法面に植付する太田区の皆さん

↑レインボーラインの山頂公園で行った CM 撮影の一場面

区
で
は
、
21
日
に
約
70
人
が
参
加

し
、
県
道
日
向
郷
市
線
沿
い
の
法

面
及
び
、
総
合
体
育
館
付
近
の
法

面
に
４
３
，９
４
４
個
の
球
根
を

植
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
上
区

で
は
、
20
日
と
21
日
に
町
道
坂
尻

太
田
線
沿
い
に
５
，４
０
０
個
を

植
付
し
ま
し
た
。

　

彼
岸
花
は
、
毒
草
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

に
も
遭
い
に
く
く
、
球
根
が
増
え

る
こ
と
で
、
雑
草
の
抑
制
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

　

町
で
は
、
ご
み
排
出
量
や
そ
の
処
理
に

係
る
費
用
、
ご
み
の
分
別
や
不
法
投
棄
へ

の
対
策
等
を
地
域
で
進
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
各
地
区
の
再
生
利
用
等
推
進
リ
ー

ダ
ー
を
委
嘱
し
、
環
境
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
研
修
会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
等
で
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
住
民

環
境
課
ま
た
は
、
各
地
区
の
推
進
リ
ー

ダ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
再
生
利
用
等
推
進
リ
ー
ダ
ー
が
決
定
し
ま
し
た

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
国
際
会
議
２
０
１
３
ｉ
ｎ
ふ
く
い
開
催

　

今
年
９
月
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
第

４
回
定
例
会
合(

Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
‐
４)

が
福

井
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

福
井
県
で
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
‐
４
を
含
む

１
週
間
を｢

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
国
際
会

議
２
０
１
３
ｉ
ｎ
ふ
く
い｣

と
位
置
づ

け
、
里
地
保
全
に
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
般
参
加
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
の
で
、
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　わが国の里地里山のような人間の営み
により、長い年月にわたって維持されて
きた ｢ 二次的自然地域 ｣ は世界中に見ら
れますが、現在その多くで持続可能な利
用形態が失われつつあります。それら世
界各地の二次的自然地域において自然資
源の持続可能な利用を実現していくため
の取り組みが ｢ ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシ
アティブ ｣ です。

行政区 氏名

早瀬 橋本　愼一

笹田 田辺　正

日向 志賀　繁男

気山 田辺　秀夫

大藪 浅妻　智

金山 大野　豊

久保 内田　濱子

郷市 山本　和美

松原 川﨑　延和

久々子 橋本　八十男

矢筈 青池　亨

河原市 加藤　亮介

南市 軍場　保幸

和田 武長　仁一郎

木野 江戸　正幸

佐柿 小畑　陽一

麻生 白井　秀男

中寺 成田　一郎

宮代 藤長　和哉

行政区 氏名

野口 馬野　昌幸

佐野 四ツ谷　由真

上野 原田　克美

興道寺 上登能　健二

雲谷 森田　晃吉

坂尻 三谷　佳美

山上 堀川　直也

太田 山路　　

佐田 　森　　夫

北田 中川　伸一

菅浜 吉本　栄

竹波 畑　憲正

丹生 山瀬　一男

久保 内田　濱子

小倉 岡﨑　節子

けやき台 島田　佳明

栄 北山　俊巳

矢筈 青池　亨

行政区 氏名

小三ケ 安井　清美

新庄 森久　照雄

野口 馬野　昌幸

佐野 四ツ谷　由真

上野 原田　克美

興道寺 上登能　健二

雲谷 森田　晃吉

小倉 岡﨑　節子

栄 北山　俊巳

坂尻 三谷　佳美

山上 堀川　直也

太田    山路　　　

佐田 　森　　夫

北田 中川　伸一

菅浜 吉本　栄

竹波 畑　憲正

丹生 山瀬　一男

けやき台 井蓋　直臣

[ 敬称略 ]再生利用等推進リーダー名簿

日時 内容 会場

9月  8日(日)

12時20分～
福井こども環境教育フォーラム 越前市文化センター

(越前市)

9月11日(水)

13時30分～
全国｢里の達人｣サミット 福井県恐竜博物館

(勝山市)

9月13日(金)午後 IPSI第4回定例会合
※公開フォーラムのみ

福井県国際交流会館
(福井市)9月14日(土)午前

9月14日(土)

14時30分～
県民シンポジウム 福井県国際交流会館

(福井市)

― イベントスケジュール ( 一般参加型 ) ―

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
安
全
環
境
部
環
境
政
策
課

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
３
６
２

↑推進リーダーを対象とした研修会

角 隆

隆

ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブとは
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、7月17日から8月19日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

　

8
月
2
日
に
、
町
役
場
で
第
１
８
０
回

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
町
か
ら
、
去
る

7
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
８
３
回
福

井
県
原
子
力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
の
報

告
の
ほ
か
、
関
西
電
力
㈱
に
美
浜
発
電
所

の
概
況
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、(

独)

日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
高
速
増
殖
原

型
炉
も
ん
じ
ゅ
の
概
況
等
に
つ
い
て
の
説

明
を
求
め
ま
し
た
。

　

関
西
電
力
㈱
か
ら
は
、
防
潮
堤
や
防
護

壁･

免
震
事
務
棟
等
の
安
全
対
策
の
進
捗

状
況
を
は
じ
め
、新
規
制
基
準
へ
の
対
応
、

ま
た
、
去
る
7
月
31
日
に
国
に
最
終
報
告

し
た
美
浜
発
電
所
敷
地
内
破
砕
帯
の
追
加

調
査
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

美
浜
発
電
所
敷
地
内
破
砕
帯
の
追
加
調

査
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
発
電
所
敷

地
内
の
破
砕
帯
の
試
料
分
析
や
、
船
舶
に

よ
る
丹
生
湾
内
の
海
上
音
波
探
査
等
の
結

果
、
発
電
所
敷
地
内
の
破
砕
帯
は
、
後
期

更
新
世
以
降(

12
～
13
万
年
前
以
降)

に

活
動
性
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
丹
生
‐
白

木
断
層
と
発
電
所
敷
地
内
破
砕
帯
に
地
質

構
造
上
の
関
連
性
は
な
い
こ
と
を
評
価
し

た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

第
１
８
０
回
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視

委
員
会
を
開
催

問
2

　
　

 

審
査
で
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会

も
電
力
事
業
者
も
、
お
互
い
の
考
え
を
述

べ
、
考
え
を
ぶ
つ
け
合
い
、
良
い
も
の
を

作
り
上
げ
て
い
く
場
だ
と
思
っ
て
い
る
。

お
互
い
が
納
得
す
る
形
で
白
黒
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

↑工事が進む防潮堤(あご越え)を視察する委員

答
1

(

主
な
質
疑
応
答)

　

   

他
の
発
電
所
の
破
砕
帯
の
審
査
を
見

て
い
る
と
、原
子
力
規
制
委
員
会
と
事
業
者

と
の
間
で
根
本
的
な
考
え
方
が
異
な
り
、議

論
が
平
行
線
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
　

  

原
子
力
規
制
委
員
会
か
ら
言
わ
れ
て

対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
関
西
電
力
㈱
が

自
主
的
に
対
応
す
る
と
い
う
積
極
性
が
大

事
だ
と
思
う
。

　
　

 

安
全
面
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
社
長
も
、
世
界
一
安

全
な
プ
ラ
ン
ト
を
目
指
す
と
宣
言
し
て
い

る
。
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

答
2

　

そ
の
後
、(

独)

日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
か
ら
は
、
も
ん
じ
ゅ
の
保
守
管
理
上

の
不
備
を
は
じ
め
、
文
部
科
学
省
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る｢

も
ん
じ
ゅ
研
究
計
画

作
業
部
会｣

の
審
議
状
況
、
ま
た
、
も
ん

じ
ゅ
の
敷
地
内
の
破
砕
帯
追
加
調
査
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

(

主
な
質
疑
応
答)

　
　

 

も
ん
じ
ゅ
の
必
要
性
は
理
解
す
る

が
、
今
回
の
も
ん
じ
ゅ
の
保
守
管
理
上
の

　
　

  

我
々
も
、
皆
様
の
信
頼
を
失
っ
て

い
る
と
い
う
ご
指
摘
に
対
し
て
は
、
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
い
か
に

改
善
す
る
か
、
ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
を
し
っ
か
り
担

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
電
力
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
自
分
の

プ
ラ
ン
ト
と
し
て
、
し
っ
か
り
管
理
し
て

い
き
た
い
。

答
1

　

委
員
会
で
の
審
議
終
了
後
は
、美
浜
発

電
所
の
安
全
対
策
の
実
施
状
況
を
確
認
す

る
た
め
、発
電
所
を
訪
問
し
、説
明
を
受
け

た
防
潮
堤
等
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
美
浜
発
電
所
の

安
全
対
策
等
を
適
宜
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

問
1

問
1

不
備
は
、
地
元
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
と

い
え
る
。
こ
れ
は
、
原
子
力
機
構
全
体
の

体
質
の
問
題
だ
と
思
う
。
自
分
た
ち
が
変

わ
る
と
い
う
意
気
込
み
を
伺
い
た
い
。


